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6月の業務時間延長日
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●1階ロビー

美術コーナー①

な

6月 1日から7月 31日 まで

故 0梅津五郎画伯の絵画を展示します。
町に寄贈していただいた作品です。

美術コーナー②  5月に引き続き6月 30日まで

「趣味のアート作品展」を開催します。
菊地寛さん (横田尻)の作品です。
6月からは作品が入れ替わります。

●文化実習室 特別展
自鷹ごみゼロの日キャンペーン展示コーナー
主催 :ごみゼ 回の日実行委員会の皆さん

【展示内容】町のごみ事1青、小学生が見た町のごみ問題、
ごみ分析サンプル展示と分別Q&A、 リフォーム作品展、
来館者書き込みコーナー「もったいないと思うもの」など

▼いつ 5月 27日 から 6月 4日 午後 5時まで

「和紙ちぎり絵展」を開催します。
樋口千代子さん (貝生)の作品です。
同時に、ご友人の草物盆栽との豆盆栽を展示します。
▼いつ 6月 13日から20日 まで

● 1階フロアー

す 「徳川家康の訓言」
石澤仰峰さんの書です。

●鮎員地区公民館ギャラリー

(開催日:月 ～土曜日)
「俳画教室作品展」
代表 土屋香澄さん條占員)
(5月 31日 まで)

「刺し子作品展」
菅 ふさ子さん條占貝)
(6月 1日から30日 まで)



６

月

４

日

（
日

）
春

季

消

防

演

習

が

行

わ

れ

ま

す

【第

１
会
場
】
東
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
時
―ｌｉｌ
　
午
前
８
時
卸
分
～

▼
内
容
　
観
開
、
点
検
、
部
隊
訓
練
、

東
中
学
校
吹
奏
業
部
演
奏

【第
２
会
場
】
荒
砥
出
来
町
周
辺

▼
時
―ｌｉｌ
　
午

―ｌｆｆ
Ю
時
駒
分
～

▼
内
容
　
梯
ｒ
乗
り
披
露
、
火
災
防

ぎ

ょ
訓
練

【第
３
会
場
】
荒
砥
仲
町
通
り

▼
時
―ｌｉｌ
　
午
前
１１
時

鱒
分
～

▼
内
容
　
分
列
行
進

【第
４
会
場
】
役
場
前
広
場

▼
時
―ｌｌｌ
　
午
前
Ｈ
時
４０
分
～

▼
内
容
　
講
評
、
表
彰
式

＊
こ
の
演
召
に
よ
り
、
荒
砥
出
来
町

及
び
仲
町
で
、
午
前
Ю
時

卸
分
か
ら

Ｈ
時
却
分
ま
で
の
間
、
時
―ｌｉｌ
帯
に
よ

っ
て

．
部
通
行

１１‐
め
と
な
り
ま
す
。

＊
火
災
防
ぎ

よ
訓
練
で
は
放
水
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
洗
濯
物
な
ど
に
ご

注
意
願
い
ま
す
。

■
――ｌｌ
い
合
わ
せ
　
消
防
署
白
鷹
分
署

（雪
絲
１
５
２
４
２
）

元
気

ニ

コ

ニ

コ
ウ

ォ
ー

キ

ン
グ

朝
日
を
浴
び
な
が
ら
、
新
緑
の
深

山
路
を
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ
　
５
月
器
Ｈ
（日
）
午
前
６
時

～
８
時
知
分

（午

‐ｌｆｊ
５
時

１５
分
集
合
）

▼
集
合
場
所
　
ス
ポ
ー
ツ
公
田
駐
中

場

（鮎
只
）

▼

コ
ー
ス
　
ス
ポ
ー
ツ
公
円
～
伝
統

１１
芸
の
村
～
深
山
観
占
～
山
際
～
ス

ポ
ー

ツ
公
園

▼
内
容
　
早
朝
の
す
が
す
が
し
い
空

気
を
吸
い
な
が
ら
、
深
山
か
ら
山

Ｈ

へ
か
け
て
の
画
部
広
域
農
道
を
中
心

に
自
分
の
ベ
ー
ス
で
歩
き
ま
す
。

＊
中
込
は
不
要
。
当
日
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

▼
次
国
開
催
　
６
月
ヽ
日
（日
）
、
最

１．
川
堤
防
川
遊

コ
ー
ス
を
予
定
。

■
――ｌｌ
い
合
わ
せ
　

ル
螢

一
コ
ニ
ヨ
推

進
会
議
事
務
局

（健
康
福
ネ‐‐‥
課
健
康

推
進
係

・
雪
％
１
０
２
１
０
）

第

１１
回
白

鷹

陽

光

学

園

運

動

会

利
川
静

の
元
気
な
姿
を
見
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ
　
６
月
Ю
Ｈ

（Ｌ
）

午
前

Ю
時

騨
分
～

▼
ど
こ
で
　
陽
光
学
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

（雨
人
時
、
陽
光
学
同
体
育
館
）

■
‐―ｌｊ
い
合
わ
せ
　
白
鷹
陽
光
学
関

（８
部
１
３
０
３
０
）

春
の
町
民
登
山
の
ご
案
内

▼
集
合
場
所
　
西
高
匡

・
薬
師
堂

‐ｌｆｊ

▼
持
ち
物
　
林
食
、
水
、
雨
具

（必
携
）

▼
服
装
　
春
」山
に
適
し
た
も
の
で
よ

い
で
す
が
、
肌
着
は
必
ず
化
繊

の
も

の
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
会
費
　
３
０
０
円

（写
真
代
）

▼
締
め
切
り
　
５
月
斑
＝

（水
）

■
中
込

。
問
い
合
わ
せ
　
白
鷹
山
岳

会
事
務
局
　
木

Ｈ
（塞
絲
１
２
２
１
つ
こ

Ｊ
Ｆ
Ａ
キ

ッ
ズ

（
∪
１
６
）

サ

ツ
カ
ー

フ

エ
ス
テ
イ
バ
ル

２
０
０
６
山
形

ｉｎ
白
鷹

▼
い
つ
　
６
月
Ｈ
Ｈ

（日
）

午

‐ｌｆｊ
Ю
時
～

▼
ど
こ
で
　
東
陽
の
里
グ
ラ
ウ
ン
ド

（畔
藤
）

▼
参
加
資
格
　
保
育
田
年
代

の
年
長

・
年
中
児

（６
歳
以
ド
）
の
男
女
と

そ
の
家
族
、
友
人
な
ど

▼
内
容
　
親

Ｆ́
サ

ッ
カ
ー
教
ネ
、
キ

ッ
ズ
ゲ
ー
ム

（６
歳
以
ド
の
み
）

▼
中
込
方
法
　
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
中
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り
　
６
月
６
日

（火
）

▼
あ
て
先
　
一Ｔ
９
９
２
１
０
８
４
１

白
鷹
町
人
字
畔
藤
６
８
７

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ
　
長
井
地
区

サ

ッ
カ
ー
協
会
　
キ

ッ
ズ

フ
エ
ス
テ

ィ
バ
ル
担
当

。
中
嶋
智

．

（四
ヽ
―

２
６
１
７

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
旅
／
携
帯
電
話

０
９
０
１
５
１
８
８
１
５
５
２
９
）

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か

白
鷹
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協

会
で
は
、
日
曜
日
の
早
朝
に
練
習
を

し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽

に
練
習
Ｈ
当
日
、
現
地
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【白
鷹
町
立
病
院
前
会
場
】

▼
練
習
Ｈ
　
５
月
昴
日
、
６
月
Ｈ
Ｈ

・
昴
日
、
７
月
９
日

・
鮒
Ｈ

▼
時
――ｌｌ
　
午

―ｌｆｊ
６
時
～
９
時

【縄
文
村
会
場

（長
井
市
こ

▼
練
習
Ｈ
　
６
月
４
Ｈ

（以
降
未
定
）

伊置
賜
森
の
恵
み
塾

▼
時

間
　
午
前

６
時

～

Ю
時

■
‐ｌｌｌ

い
合

わ

せ
　

白
鷹

町
グ

ラ
ウ

ン

ド

・
ゴ

ル

フ
協
会
　
木
村

（８
０
９

０
１

１

／１
９
３
１

８
６
８
１
）

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す

①
白
鷹
ア
パ
ー
ト

▼
所
在
地
　
白
鷹
町
人
字
荒
砥
乙
１

４

８

２

１

１

▼
―ｌｉｌ
取
り
　
６
＋
６
＋
４

・
５
畳
＋

Ｄ
Ｋ
▼
募
集
戸
数
　
１
戸

▼
家
賃
　
月
額
１
万
２
５
０
０
円
～

２
万
７
５
０
０
円

（敷
金
は
家
賃
の

３
カ
月
分
）

②
あ
ら
と
ア
パ
ー
ト
ー
号

▼
所
在
地
　
白
鷹
町
人
字
荒
砥
乙
７

２
５
１
１

▼
―ｌｌｌ
取
り
　
８
＋
６
＋
６
性
＋
Ｄ
Ｋ

▼
募
集
戸
数
　
１
戸

▼
家
賃
　
月
額
２
万
３
５
０
０
円
～

５
万
１
７
０
０
円

（敷
金
は
家
賃
の

３
カ
月
分
）

●
ど
ち
ら
も

▼
中
込
資
格
　
人
居
す
る
世
帯
の
収

人
が
公
営
往
宅
法
で
規
定
す
る
基
準

以
ド
で
、
同
居
す
る
規
族
が
い
る
か

た▼
受
付
川
‐ｌｉ１
　
６
月
１
日

（木
）
～

９
日

（金
）

▼
人
り
‐‐
―
開
始
時
期
　
７
月
中
旬

＊
中
込
書
類
な
ど
、
詳
細
は
お
――ｌｌ
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
中
込

・
―ｌｌｌ
い
合
わ
せ
　
山
形
県
す

ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
置
賜
西
亨
務
所

（置
賜
総
合
支
庁
西
庁
合
内

・
Ｂ
田

１
５
６
５
１
）

・
会
場
　
源
流
の
森

（飯
豊
町
）

↓ヽ
ｒ
ｋ
Ｌ
ｔ
，
こ
卜
ヽ
ベ

一　嘔調い
論
め
せ　自衛隊Ⅸ
沢募集
揃
ｍ

■
―

劃

「

‐́
―

「

Ｊ

「

∃

３
時
３０
分

ちょうりじょうゆうびん～おしらせ版～

6月 4日 は虫歯予防デーです。最近の歯科保健では、食/1:活、食
習慣の改善が|1腔疾患 (こ うくうしっかん)に大きな影響をlJえ る
と言われています。
現代は食品の欧米化が進み、 スナック菓子やプリンなど、柔らか
く口当たりのいい食べ物にあふれ、「よくかむJ機会そのものが社会
から失わオ1つつあります。おいしく食べるには「よくかめるJこ と
が大前提です。おいしく食べることは、 日本人の14均寿命80年以上
を生きるうえで、最も重要な条件の一つと言つてもよいと思います。
また、「かむことJは、あごの発達や消化を助けるほかに「情緒
安定」 「体力増進Jと いう効用もあります。6月 の給食では、献立
表にかみ応えのある食品や料理Iにカメのマーク (カ メ太郎)を付け
て、かむことを意識してもらいます。そしてかむことの大切さを知
り、すすんで丈夫な歯をつくる食生活を送ることができるようにな
ることをねらいとしています。
6月 食材として、そろそろ出まわり始めている町内産のわらびや
みずを使います。わらび汁、みずとかぶの浅漬けで、 rど もたちに
郷上の食材を体験してもらいます。

今月のお らほの食材

田l内産 かぶ。みず。わらび・トマト。キャベツ・きゅうり・レタス

【6月 の学校給食献立表】
14

火 水 木

こ
は
ん
　
牛
乳

か

つ
お

フ
ラ
イ
こ
ま
み
そ
か
ら
め

磯
香
和
え
　
若
竹
汁
　

ｉヽ

一ト

マ
ト

ご
は
ん
　
牛
乳
　
鶏

の
か
ら
揚
げ

野
菜
と
小
魚

の
コ
マ
び
た
し

自
菜

の
み
そ
汁

梅
わ
か
め
ご
は
ん
　
牛
乳

ま
る
ご
と
あ
じ
の
唐
揚
け

カ
ミ
カ
ミ
サ
ラ
ダ
　
す
ま
し
汁

こ
は
ん
　
牛
乳

　

エ
ヒ
と

イ
カ

の
チ
リ

ツ
ー

ス
者

キ

ャ

ヘ
ツ
の
お

か
か
和

え
　

ワ
ン
タ

ン
ス
ー
プ

黒

ハ

ン
　

牛

乳

　

鶏

肉

の

レ

モ

ン

漬

け

中

華

サ

ラ

タ

　

コ
ー

ン

入

り

た

ま

こ

ス
ー

プ

豆

乳

ブ

リ

ン

　

ミヽ
ル

メ

ー

ク

コ

コ
ア

こ
は

ん
　

牛

乳

　

ハ

リ

ハ
リ
春

巻

き

（カ

レ

ー
）

厚
揚

け

と

野
菜

の
煮
物

　

も

や

し

の
み

そ
汁

親
子
ど
ん
ぶ
り
　
牛
乳

み
ず
と
か
ぶ
の
浅
漬
け

大
根
の
み
そ
汁
　
ム
甲
凍
み
か
ん

こ
は
ん
　
牛
乳
　
か
つ
お
こ
ほ
う
ホ
イ
ル

せ
ん
ま
い
煮
　
ほ
う
れ
ん
草
の
み
そ
汁

サ
ッ
カ
ー
ホ
ー
ル
チ
ー
ズ

こ

は

ん
　
牛

乳

　
ク

リ

ー

ミ

ー

コ
ー

ン

フ
ラ

イ

お

か

ひ
し

き

の
お

ひ
た

し

え
び

入

り

た

ま
こ

ス
ー
ブ

　

た

の
り
佃

煮

コ
ッ
ヘ
ハ
ン
　

牛
乳

鶏
内

の

ハ
ー

ヘ
キ

ュ
ー

ツ
ー

ス
　

ト

マ
ト
サ
ラ
ク

コ
ン
ソ
メ

ス
ー
フ

　

ア
フ
リ

コ
ッ
ト
シ

ャ
ム

主
朧
九
た井
規
リ
メ
ンチ
カ
ツ

磯
び
た
し
　
緑
黄
色
野
菜
の
み
そ
汁

火 水 木

柱電稀ツ畔４り雑
のレＨ双翡建‐ブ

ご
は
ん
　
牛
乳

豚
肉
と
キ
ャ
ベ
ツ
の
み
そ
炒
め

わ
か
め
の
酢
の
物
　
絹
さ
や
の
み
そ
汁

ご
は
ん
　
牛
乳
　
あ
じ
の
お
ろ
し
者
¨

切
り
昆
布
者
　̈
み
そ
け
ん
ち
ん

食

バ

ン
　

牛

乳

　

自

身

魚

の

カ

レ

ー

マ
リ

ネ

海

藻

サ

ラ

タ

　

え

の

き

と

豆

腐

の

ス

ー

プ

さ

く

ら

ん

は

ゼ

リ

ー

肉
ど
ん
ぶ
り
　
牛
乳
　
ゆ
か
り
和
え

わ
ら
び
汁
　
メ
ロ
ン

こ
は
ん
　
牛
乳
　
い
わ
し
の
梅
風
味
揚
け

青
菜
と
キ
ャ
ベ
ツ
の
こ
ま
和
え

華
風
コ
ー
ン
ス
ー
ブ

ご
は
ん
　
牛
乳
　
し
ら
す
厚
焼
た
ま
ご

野
菜
入
り
ひ
じ
き
者
　̈
五
日
汁
　
納
豆

大キこ
オ良ヤは
のべん
みツ
そ
‐
牛

'十

1ま

'し
ノヽオ
´
ttヽ

レんわ
ン草 し

アア ヒ
オ | リ
レモ辛

ジ ド |

不口,ス

コ
ッ
ベ
バ
ン
　
牛
乳
　
チ
キ

ン
の

ハ
ー

フ
焼

き

コ
ー
ル

ス

ロ
ー
サ
ラ
タ
　
野
菜

い

っ
は

い
ス
ー
プ

フ
ル
ー

ヘ
リ
ー
＆

マ
ー
ガ
リ

ン

ご
は
ん
　
牛
乳
　
い
か
磯
辺
フ
ラ
イ

和
風
サ
ラ
ダ
　
曰
六だ
く
さ
ん
汁

こ
は
ん
　
牛
乳
　
豚
の
し
ょ
う
か
焼
き

３
色
ひ
た
し
　
か
ぶ
と
打
ち
豆
の
み
そ
汁

②



▼
集
合
場
所
　
ス
ホ
ー

ッ
ヶ
陣
田
１

場

（鮎
貝
）

▼
コ
ー
ス
　
ス
ポ
ー
ッ
公
園
～
伝
統

■町内出版物の紹介
◇『廻り屋遺跡発掘調査報告書』

先ごろ、山形大学のl」1教 |う妥が民|||1衛 夕11の写

ず〔を7千用してベルーの遺跡を発見したニュー

スが大きく報じられました。
Ч
l‖ lでは |`え成18

年 3月 に、標記の発掘 lll査 報告 :l卜が教育委ll会 より発行され

ました。廻 (〕 鳩tは、‖「 ′ヾ病院の近くで、 このたび建物建設予
定のため遺跡の発|IIlフ 1査がFiわれたものです。 (〕 :九 [llllllNゃ 竃の

lYllそ して多くの ll器類が出 Lし ています。発掘に至った経過

ゃ様 rが li羊 しく解 :誠をされています。

■今月の新刊 1青黒L女史上5讐 eネ界じ_ご‖雪耽

第230回 おはな しの会
6月 3日 (土 )午前 10時 よ り 図書倉官にて

高校生のお兄さんやお姉さんも[i売み聞かせを準ll lしています。

みなさんおいでください。お待ちしています。

■ 6月 の休館 日 5 12 18 26
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ごみを出さない生活を心がけましょう。

ポイントは“・
☆買い物にはマイバツクを持参する。
☆割りばしや紙コップ、紙皿などは使わない。
☆ベットボトルや紙バック、缶よりも、繰り返し使用でき
る「リターナルビン」の飲み物を購入する。
☆過乗」包装はしない。買わない。
☆生ごみは捨てずに堆肥化する。
☆分別を徹底し、リサイクルを推進する。
☆特に紙[缶 類・布類は資源回収へ、プラスチックトレ
ー・牛乳パック類は商店の回収ボックスヘ出す。など

「自鷹ごみゼロの日キャンペーン」開催します。

①マイバック運動啓発活動
●い つ 5月 28日 (日 )午後 10寺 30分～2時 30分
●どこで エーコープしらたか前、スピカ前
②ごみゼロの日キャンペーン展示 (中央公民館)
●内容 表紙をご覧<ださい。
主催は「ごみゼロの日実行委員会」の皆さんです。

書   名 著 者 名 出版社

愛罪 五条  瑛 双葉社

浅田真央、 15歳 宇都宮直子 文芸春秋

明日はきつとうまくいく ファイーザ・ゲンヌ 早川書房

生きているからこそ 絵門ゆう子 日本標準

異国の迷路 板東真砂子 」TBパブリッシング

化学の不思議がわかる本 満田 深雪 成美堂出版

カビによる病気が増えている 宮治  誠 農文協

NPO法 人の会計 田中 義幸 税務経理協会
イルカ よしもとばなな 文芸春秋

移り香の秘密 中津 文彦 光文社

パズル・パレス 上・下 ダン'ブラウン 角川書店

乳がん検診がよくわかる本 坂 佳奈子 小学館

野の花だより三六五日 上 池内  紀 技術評論社

にわか大根 近藤 史恵 光文社

花はさくらの木 辻原  登 朝日新聞社

陽の子雨の子 豊嶋 ミホ 講談社

べっぴんじごく 岩井志麻子 新潮社

星に願いを 庄野 潤三 講談社

野菜にかかわる仕事 ほるぶ出版
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●善意の毛布をアフリカヘ 災害や紛争の被災民、難民に毛布を送ってください。▼白贋地区収集日 5月 28日 (土 )午前
0 9時 ～正午 ▼どこで 荒砥地区公民館 ■問い合わせ 『アフリカヘ毛布を送る運動』実行委員会 渡部 (0238-37-248⊃
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農業委員会のお知らせ

●6月 の農業委員会総会
6り]261J(月 )

●農l也法関係の中請締め切り

6月 12日 (月 )

■問い合わせ

農業委員会農地調整係
(885-6128)



母子健康手帳の交付

総断を庁慮ガタf書ま琴∵
}るために

・
||[ξ#:涛

ITil層讐‖なF:3遊牟
●場1'F:健康れ|れlセシター
赤ちゃん健診

1会場 i lkll康福れ[セ ンター

|llNl容と′受(、 |‖ |‖り

l;:‖と|::illlT別‖tT碑洲味
」歳6カ 月サ」歯科・・・・午後 1‖、|～ 1時 2()分
31屹り」・・・・……・・1、 12‖、130,,～ 1‖ 125ク ,
●持ち物
1サ r健康「 帳、 バスタォル、間診り1(3
カリ|・ 9ヵ ll児はヤ前に西ご布、 2歳 6カ
リ|り」噺利・ 31ヽ児はIlド送)3カ リ|・ 9カ
サ|り」健診のかたは予防1妾挿予診票
||卜意
*は1診夕11と |サ j4111康 手帳の「|ltit者のIi」島む
を必ず1記 入しておいでくださぃ。
*3歳児健診は郵送する||‖診り:で指定さオl
た‖、1間においでください。
*待ち時|11を 少なくするため受付時|11をず
らしていますので、ご脇ヵください。
*お Fさんが、

｀
111サ t合が,Llかったり、 1

週間以内にノ、にうつる J能 ||のある病気
(みずぼうそぅ、 ィンフルエンザ、突発
性発疹、 とびひなど)にかかったりした
ときはJ「前に電li:な どでごll絡 くださぃ。

離手L食教室

●|1私|:6111511(木 )

●対象:離乳rtを学びたいかた

:f理念li帆
食°1めな刷鼎敵

|●‖ヽi「呂l:午前9時 30分～1lH、ヤ30分

i●参加費:200円 (pllllltti留 費)
●持ち物 :母 r健 1(「帳、ェブロン、 1角
||」、 1,肯 d月 1サ t
●保台 :お rさ んとご ‐緒に参加できます。
希望さイlるかたはお中しi△み時にご予約
ください。
●中し込みは6サ 11311(火 )まで、お電li舌
でお願いします。

各種相談

●すこやか子ども何でも相談
お i4さんの健康や台児のことなど、 どん
な小さなことでも 人で悩まず、ご相談く
ださい。

||1程 :

6月 7日 17kl

―
―

6月 14日休)

6月 29日 lAl1 3歳児
平成14年 12月 5日～
平成15年 2月 24日生まれ

●健康相談

康脱鵜rf筋寄りまで、体や′らの健
*保健ル「、栄養十が随H寺 |‖談をお受けして
います。

総合検診 (6月 )

●受イ、l‖、ヤ1間

午前7‖ 130′♪
～9時 30分

静峰甜,リタi♯χう李惚ダ
ん
午後 1時～2時

●料金

検   診 対  象 金  額
結核検診 65歳以上 無料
肺がん検診 40～ 64歳 600円
基本健診 19～ 29歳 5,000円
基本健診 30～ 39歳 3,000円
基不健診 40～ 69歳 2,300円
基本健診 70歳以上 1,000円

胃がん検診 40～ 69歳 1,600「
胃がん検診 70歳以上 1,000円
大腸がん検診 全 員 700円
前立腺がん検診 40～ 69歳 2,300円
前立腺がん検診 70歳以上 1,000円
肘炎ウィルス検診 全 員 1,000円

●対象占

結核検:診
…‖rl和 17年 1サ 1111以前に′|:まオlたかた
肺がん検診
・|イ 1府 117年 4サ 12H～ H′1和42年 4サ 11卜 |に
′
|:まオlたかた

基本健診
|̈イイ和63年 4111[1以前に/1は れたかた
|ギがん。大腸がん。前立腺がん検診
|̈イイ和42年 4月 1[1以前に′liまオ1たかた
11:炎ウイルス検li参
…./メ

|:1身 11に 40、 45、 50、 55、 60、 65、 701tに
なられるかた

「愛のかたち献血」にご協力ください

●全山1(4()()cc、 2()Occヽ )
月  日 時  間 場   所

6月 19日編)

9:30～ 11:30 山形部品鰈}
13:00～ 14:30 白鷹陽光学園
14:50～ 16:30 しらたか不ニサッシ鯨|

「らくらくスマイル教室」を開催しています |

健康づくりのための簡単な体操教室を1用
催しています。 ||ごろの運動不足・ストレ
ス解消のため、ぜひご参加ください。
●6サ 1の開催日 1日 (木 )、 20日 (火 )
●時間 昼の部 午後1時30分～3時
夜の部 午後7時～8時 3()分

●場所 健康福祉センター
●内容 ストレッチング、腰痛。肩こり。
膝痛フ防解消体操、筋カアップ体操、ウ
ォーキングなど
●持ち物 タオル、 ズック、飲み物など

広‖(し らたかおしらせ1版 □れill・発行 ′F,‖ 1総務り1111形 りltttrJ賜‖
`|`|“

:‖ 1人字荒,(IIヽ 338()238(ヽ 3)21H l、 ()238(ヽ 5)2

月  日 場  所 対象町内
6月 12日編) 蚕桑地区公民館 蚕桑8～ 14
6月 13日 (火 ) 蚕桑地区公民館 蚕桑 15～ 20

●中込・出|い 合わせ
健康福祉課健康推進係 (886-0210)

歯周換奮腐炉層曇0ま杏fぅ !

#鞣赫獅i繁蝸
。

しょう。
●対象L/ 今年度中に40歳、50歳、601r・K、
70方1になられるかた
*現在治療中のかたは,亥

｀
|し ません。

8層あ労膿ll:11動 |え ;賀虐|ヽり
)

券を発行します (先若20人 )。
●検診料 13001](4227円のうち「1己負
夕1分です。)
●検診機1周 県内の歯科1矢院
●中込。l llい 合わせ
1/11康福祉課健康推進係 (886-0210)

(時間 午前 9時30分～11時 )【季云場
ん
憾揉作1命暦;り _
け:単ら、製かな|ヽ

2引
|

▼会場 健康缶1祉センター (木‖#||)

▼期
｀
滞ilh也 1型良#イ |卜‖#請
馳饉巖場1月進誉;早

お`||｀ 帥||

1311棄履拙隣公Ⅲ
【相事古i萩
」予′`オlあい館

¥暴蟻伍混術畑理ツサ|」
lLト

*胆
響Fl談
があるか鳳 おぃでく

目1用 いr)ゎ せ 健康作I祉課

lビ  ヽ11-111(Hl:S(■ 11〕 ltl(s(,1(へ、ll shir(1:tkそ t卜 (lnl`l●
`11〔

||)

④

子育て支援センター
6月 のあそび広場

生活相談所の相談日
5月 31日 17k)人権特設
6月 7日 17kl一般相談

:月 :1目田貧薩藉罫
談並びに一般本目談

6月 28日 17kl一般相談

▼会場 :老人福祉センター
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白鷹町社会福祉協議会 (886-0150)

▼どこで 老人福祉セン

「結婚相談勤
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の開設
▼いつ 6月 13日 (火 ) 後3時～7時

産業振興課商 I:振興係 (885-6136)

▼相談料 無料
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